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研究成果の概要：二年間の研究期間を通じ、ヴェネディクト･エロフェーエフという作家の創作

初期から中期に該当する部分の資料収集と研究をとりわけ重点的に行なった。その成果の一部

は二本の研究論文で発表済みである。またロシア国立図書館および作家の故郷にあるエロフェ

ーエフ博物館での資料収集・閲覧と、関係者への聞き取り調査を実施し、今後の研究継続にも

有効となるロシアの研究者たちとの研究協力体制を構築した点も大きな成果であった。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 460,000 0 460,000 

2008 年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 1,360,000 270,000 1,630,000 

 
 
研究分野： 人文学 
科研費の分科・細目：ヨーロッパ語系文学 
キーワード：ロシア文学、ロシア文化、ポストモダニズム、文学理論、ソヴィエト文化、地下

出版、アンダーグラウンド文化、カウンター・カルチャー 
 
 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
本研究を開始する背景には、20 世紀後半の

ロシア文学、とりわけ散文の分野を、「ロシ
ア文学史」という従来の文脈内での考察から
一歩出て、同時代の世界の文学・文化・社会
との関係のなかで捉え直したいという長期
的な研究計画があった。この研究を進めてい

くに当たってまず足がかりにしたいと考え
たのが、本研究「ヴェネディクト・エロフェ
ーエフの創作と後期ソヴィエトの文化」であ
る。 
ソヴィエト崩壊と同時に 1990 年代から活

況を呈し始めたロシアの文学は、現在「ロシ
ア･ポストモダニズム文学」、「探偵／ミステ
リー文学」、「女性文学」などを中心にかなり
研究が進められている。ロシア･ポストモダ



 

ニズム文学の萌芽は 1970 年前後とされてお
り、なかでもロシア･ポストモダニズム文学
の「原初テクスト」と見なされているのが、
ヴ ェ ネ デ ィ ク ト ・ エ ロ フ ェ ー エ フ
（1938-1990）の代表作『モスクワ－ペトゥ
シキ』（1969-1970）である（ボグダノワ著『ロ
シア･ポストモダニズム文学の原初テクスト
としての「モスクワ－ペトゥシキ」』、2002 年
などを参照）。 
従来のこの作家の研究は、世界十数カ国で
翻訳され国内外でカリスマ的な人気を誇る
この代表作にほぼ集約されており、この代表
作が現代ロシア文学のなかで果たした役割
や重要性が多大なものであったことは、現代
ロシア文学史研究においては十分認識され
ている。従ってこの作家の創作活動を概観す
ることは、ロシア・ポストモダニズム文学や
現代のロシア文学研究には不可欠かつ有効
であると思われる。  
しかしながら実際、この作家の創作活動の
全貌は、死後 20 年近く経とうとする現在に
至っても未だ明らかになっていない部分が
多く、研究も代表作一点に極端に集中してい
るという状況が続いている。近年、こうした
状況を憂えるロシアの若い研究仲間が中心
となって、散逸していた処女作や膨大な量の
創作ノートのテクスト整理がなされ、順次刊
行され始めた。それと並行して、作家と親交
のあった人物らの回想録も複数出版され始
めている。 
従って、これまで代表作以外の研究を継続
して行なってきたことを活かしながら、先駆
的な研究成果をあげるためにも、こうした機
を逃さずに本研究を進めることが重要だと
思われたため、最新の資料を参照しながら研
究を開始した次第である。 
 
 
２．研究の目的 
  
ヴェネディクト・エロフェーエフの創作活
動は 1950 年代後半から 1990 年までであり、
スターリン以後のソヴィエト後期に当たる
時代をほぼ全域カバーしている。作家エロフ
ェーエフは、「社会主義リアリズム」に代表
されるような、当時のいわゆる「公式文学」
に抵抗し、アンダーグラウンドで創作を行な
いながら、文学者や知識人層など文化人たち
の間では早くからカリスマ的な存在となっ
ていた。彼の創作活動と、この時代の社会・
文化状況との関わりを明らかにすることは、
現在に至るロシア（･ポストモダニズム）文
学を考える上では必要不可欠であると思わ
れる。 
しかしながら、この時代の文学、とくに散
文の研究は、20 世紀初頭やスターリン時代の
ものと比べても、また同時代の詩の研究と比

べても、あまり進んでいる分野だとは言い難
い。現在の 20 世紀ロシア文学・文化研究の
動向は、世界的に見てもまず世紀初頭のモダ
ニズム、アヴァンギャルドの研究、スターリ
ン期の 30 年代のものが中心的であり、それ
以後はペレストロイカ以降の 20 世紀末から
現代の文学に関心がもっぱら集中しがちな
傾向がある。 
近年ロシア国内で、ソヴィエト後期の文化
に関するアーカイヴや、文化人らの回想録な
どが次々と出版されている状況を考えると、
この時代のより詳細な研究を行なう環境が
ようやく整いつつあると考えられる。それと
同時に、当時から活動する作家や芸術家など、
当事者たちの世代交代が起こっているため、
彼らから直接情報を収集するためには、急が
なければいけないという時期に差し掛かっ
ているとう現状もある。 
本研究が目的とするエロフェーエフとい
う作家の詩学の解明は、20世紀ロシア文学に
おけるこうした沈黙の部分を解明していく
ことでもあるだろう。そのため本研究は、ス
ターリン死後も公式には提唱し続けられた
「社会主義リアリズム」の裏で、いかに独自
の創作や文化活動が可能であったのか、そし
て 20 世紀後半の社会主義体制下で、高度資
本主義社会で可能となったような「ポストモ
ダニズム文学/文化」の誕生がいかに可能で
あったのか、といった点の追究も目的として
いる。 
従って、本研究は、同時代の社会、文化、
政治経済、歴史なども参照する総合的な視点
から、作家の創作の全貌を明らかにすること
で、20 世紀後半のソヴィエト＝ロシアの非公
式な、アンダーグラウンドの、いまだ知られ
ざる文化・社会状況を明らかにしていくこと
である。 
なかでもとりわけ本研究で重点的に明ら
かにしたいと考えているのは、これまで継続
して行なってきたエロフェーエフの創作研
究を完成させるために不可欠な部分、すなわ
ち創作活動の前期～中期の部分（1950 年代末
～1970 年代）である。 
 
 
３．研究の方法 
 
具体的な研究の方法は、大きく分けて（１）
資料の収集と整理、（２）資料・作品の読解
と意味づけ、（３）当時の国内の文化状況お
よび世界的な文化の文脈における位置づけ、
（４）研究成果の公表、という手順で実施し
た。 
（１）に関しては、国内で入手できないも
のは主にロシア国立図書館で収集にあたっ
た。とくに、ロシア国内の地方都市などで刊
行されている雑誌や学術論文集などの資料



 

収集は、ロシア国立図書館で収集を実施した。
同様にロシア国内の学位論文は、現在同図書
館でのみ閲覧・複写可能なため、同図書館で
の収集を行なった。 
そのほか作家の故郷にあるエロフェーエ
フ博物館での資料収集を実施した。このエロ
フェーエフ博物館では、国外の関連新聞記事
や地下出版の刊行物、作家の所持品など、こ
こでしか閲覧できないものもあるためであ
る。 
また（２）（３）の段階においては、２で
述べた本研究の目的を遂行するため、同時代
の政治、文化、社会状況なども参照する総合
的な視座が必要となってくることに留意し
ながら、資料を分析する姿勢をとった。 
そのほか、現在のロシア内外の研究者たち
との情報交換や、作家周辺の人物、ソヴィエ
ト後期から現在にわたり活動する文学者、芸
術家たちからも積極的に情報収集を行なう
という方法もとった。（４）は主に研究論文
の発表という形で実施した。 
また２の終わりで述べたように、本研究が
重点的に取り扱おうとしている創作活動の
前期～中期の部分（1950 年代末～1970 年代）
について、実際の作品を例にとりながら、よ
り具体的に見ていくと、この時期には代表作
『モスクワ－ペトゥシキ』のほか、処女長編
『精神異常者の日記』(1957－59)、短編『悦
ばしき知らせ（福音）』(1962)、短編『ある
奇人の目で見たワシーリイ・ローザノフ』と
いった作品が存在する。これらはほとんど先
行研究がないため、作品の読解が何よりもま
ず重要になってくる。これは冒頭で挙げた
（２）の研究方法に該当する。 
そしてそれらが執筆された当時のソヴィ
エト国内の時代状況を見ていくと、『精神異
常者の日記』、『悦ばしき知らせ（福音）』に
おいては、フルシチョフ政権下に起こった
「雪どけ」とその文化状況と大きく関係して
いる。従って、「雪どけ」期の政治、社会、
人々の生活なども調査していくという方法
が重要となった。 
同様に、代表作『モスクワ－ペトゥシキ』
においてはロシア・ポストモダニズム文化の
萌芽という問題、短編『ある奇人の目で見た
ワシーリイ・ローザノフ』においてはブレジ
ネフ政権下で「停滞」といわれた時代状況、
さらに 1970 年代から興隆したアンダーグラ
ウンド文学・芸術の問題などにも関連づけて
考察し分析を行なっていくという方法であ
る。これは研究方法（２）（３）に該当する。 
（４）の研究成果の公表については、主に
研究論文という形でまとめた。作家の代表作
以外の研究は、ロシア国内外においてもほと
んど見られないため、個々の作品ごとに関す
る論考の段階でも、論文発表を行なった。 
 

４．研究成果 
  
二年間の研究期間を通じて、とくに作家の
創作初期から中期に該当する時期（1950 年代
末～1970 年代）の資料収集および研究を特に
重点的に行なった。 
資料収集に関するもっとも大きな成果は、
作家の故郷であり、ロシアの北極圏に位置す
るムルマンスク州キーロフスク市のエロフ
ェーエフ博物館で、資料の閲覧と収集を実施
したことである。そこでこれまでロシア国立
図書館にもなかった資料や作家の所持品、大
学以前の教育課程における資料、「サミズダ
ート」「タミズダート」と呼ばれる地下出版
物、国外での新聞記事、彼の作品に基づいた
演劇作品に関係する資料などを多数、閲覧・
収集することができた。 
それ以外にも、エロフェーエフ研究者であ
る館長のエヴゲーニイ・シターリ氏に聞き取
り調査と意見交換を行なった。相互の資料提
供や今後の調査、研究協力を約束した点も、
大きな収穫である。 
またこのキーロフスク市への研究出張に
より、北極圏という現地の厳しい気候風土、
さらには鉱山に四方を取り囲まれ、戦後炭鉱
の町として開拓されたという地理歴史的文
脈を実際に体験したことは、それまで理解が
難しかった初期作品『精神異常者の日記』の
読解と分析に大いに役立った。この作品は、
当地を舞台にした作品であり、そこでの文化
や風俗、気候風土が数多く描写されているか
らである。この作品に関する論考は、現在準
備中であり、近いうちに発表できればと考え
ている。 
そのほか、ロシア国内で近年発表された学
位論文を中心に、ロシア国立図書館で三回に
わたって資料収集を実施したほか、ソヴィエ
ト後期から活動する作家や現代美術家への
聞き取り調査も二回実施した。これらの調査
で入手した資料や情報は、５で挙げる研究論
文のなかで成果としてまとめられている。 
なかでも５－①の論考「遅れてきた「雪ど
け」詩人たち――非公式文芸サークル《СМ
ОГ(スモーグ)》の活動をめぐって―― 」
では、エロフェーエフに関連して収集を継続
してきた資料を使用してまとめた論考であ
る。エロフェーエフと同時代の地下文化、特
に若者を中心とした地下の創作文化を考察
したことは、今後、この時代の研究を行なう
ことの必要性をあらためて確認するもので
あった。またこのほかにも作家の初期作品
『悦ばしき知らせ（福音）』に関する論考を
行なったので、発表できるように準備してい
る。 
 一方５－②の論考、「ドラマ」への欲望、
あるいは「自己増大するロゴス」――ヴェネ
ディクト・エロフェーエフ『反体制派、ある



 

いはファニー・カプラン』――は、２００７
年の秋からスタートした早稲田大学演劇博
物館グローバル COEプロジェクトでの研究員
としての活動とも関連するものである。 
このプロジェクトでは、エロフェーエフの
１９８０年代創作とロシア・ポストモダニズ
ム演劇の関係をはじめ、戯曲作家としての側
面を中心に考察を行なった。本研究とも連動
しながら、有効な研究活動を実施することが
できた。論考で扱った作品は、これまでまっ
たく取り上げられてこなかった未完の戯曲
であり、エロフェーエフ研究界においても、
先駆的な成果として残すことができたので
はないかと考える。 
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